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平成２９年 第２０回京丹後市教育委員会会議録（詳細）     〈１２月４日（月）〉 

 

〔招 集 者〕 京丹後市教育委員会教育長 吉岡喜代和 

〔被招集者〕 野木三司  久下多賀子  田村浩章  安達京子 

〔説 明 者〕 教育次長 横島勝則 教育理事 上田隆嗣 総括指導主事 松本明彦 

 教育総務課長 岡野 勲  学校教育課長 松本晃治 

 子ども未来課長 吉岡正俊  社会教育課長 吉田茂夫 

 文化財保護課長 吉田 誠 

〔書 記〕 教育総務課長補佐 田村真知子 

 

<吉岡教育長> 

おはようございます。ただ今から「平成２９年 第２０回京丹後市教育委員会定例会」

を開会致します。 

１１月は、学校では学習発表会や研究会など、また社会教育では文化祭やスポーツ大

会など多くの行事がありました。教育委員さんも参観等お世話になっておりありがとう

ございます。私も出来るだけ見に行くようにしていますが、子どもたちが頑張って発表

している姿や地域の皆さんの取り組みを見て感動する場面も多い状況です。 

昨日は、近畿中学校駅伝競走大会が宮津であり、峰山中学校駅伝部が近畿大会にアベ

ック出場しています。応援に行きたかったのですが、小町ろまん全国短歌大会を開催し

ていましたので結果報告のみを受けました。男子８位、女子６位で良く頑張ってくれた

と思っています。 

 

先週１１月３０日には小中一貫教育授業研究会、こちらの参観もありがとうございま

した。峰山学園の授業改善に向けた取り組みについて、公開授業と実践発表を見ていた

だきましたが、いかがだったでしょうか。学校現場と事務局が一体となって努力して取

り組んでいる成果が表れた内容だったと思います。小中一貫教育授業研究会は今年が初

めてでしたが、教職員が理解を深める機会として、引き続き実施していきたいと考えて

います。 

 

既に１２月議会が招集され、一般質問の答弁作成を各課で行っていますが、今回も教

育委員会に対する多くの質問があります。主なものとしては、図書館、総合教育会議、

来年度の教育予算に関連してＩＣＴ、英語教育、職員配置、また、文化・スポーツの振

興、学校給食、児童クラブ・保育所再編等の子育て支援施策、就学援助費、高校再編な

ど様々なものがあります。教育委員会でも多くの施策に積極的に取り組んでいますので、
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議員の教育や子育て支援に対する関心も高く、教育関係の質問が相変わらず多い状況で

す。本市の財政状況も厳しい状況ですが、社会環境が急速に変化していますので、遅れ

ることなく、それらに対応した取り組みに心掛けていかなければいけないと感じている

ところです。 

 

現在、特に事務局で協議を進めていますのは、図書館協議会で協議をいただいている

「今後の図書館のあり方」、またスポーツ推進審議会で審議をいただいている「第２次ス

ポーツ推進計画」です。図書館の方は図書館協議会から答申を受けることになりますが、

スポーツ推進計画は教育委員会が策定するものですので、計画案ができましたら、教育

委員会で協議をいただくことになります。年度内に策定する予定ですので、よろしくお

願い致します。 

 

過日新聞報道がありましたが、国史跡網野銚子山古墳の保全と活用を目的に整備を行

うため、平成２７年度から遺構等の調査を進めていますが、従来、全長は１９８ｍとし

ていましたが、調査の結果、２０１ｍと推定されることを発表し、現地説明会を先月２

５日に行いました。現地説明会では、９０名を超える市民等が参加し、関心の高さが伺

われます。この古墳の整備計画は、平成２７年から３２年度の６年間をかけ、墳丘整備

に合わせ公園化し、教育にとどまらず観光や地域の活性化を図ることとしています。整

備は、国からの１／２の補助金が出るものの、全体で２億円を超える費用が必要ですし、

別途アクセスするための道路の整備も必要になることから、多額の財源負担を伴い整備

するものであり、整備後はしっかりとした活用を図る必要があると考えています。  

 

本日は、「京丹後市大宮地域公民館長の公募について」をはじめ３議案に、追加議案１

件の審議を予定しています。 

どうぞよろしくお願い致します。 

 

 

<吉岡教育長> 

それでは、平成２９年第１８回教育委員会（１１月定例会）開催後の諸会議、行事等

を中心に、教育長報告をさせていただきます。 

 

 

【教育長活動報告】 

 

 

<吉岡教育長> 

以上です。ご質問等ありましたらお願いします。 
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<全委員> 

なし。 

 

 

<吉岡教育長> 

本日の会議録署名委員の指名を致します。 

久下委員を指名しますのでお願い致します。 

 

それでは、お手元の会議次第にそって議事を進めさせていただきます。 

 

議案第８６号「京丹後市大宮地域公民館長の公募について」を議題とします。 

事務局から提案理由の説明をお願いします。 

 

 

<横島教育次長> 

議案第８６号「京丹後市大宮地域公民館長の公募について」説明をさせていただきま

す。 

現地域公民館長の任期が平成３０年３月３１日をもって任期満了となりますが、６人

の館長のうち、大宮地域公民館長である 古橋 克彦 氏から、継続での任用を希望し

ない旨の申し出がありましたので、新たに館長を選任する必要が生じました。それを公

募により選任しようとするものです。 

公募要件、選考手順、スケジュール等は、資料を付けさせていただいていますので、

確認をお願いしたいと思います。その後ろには募集要項も付けさせていただいています。 

なお、大宮地域公民館以外の館長につきましては、引き続き任用することとしていま

す。 

以上、ご審議のほどよろしくお願い致します。 

 

 

<吉岡教育長> 

議案第８６号を説明させていただきました。 

ご質問、ご意見等がございましたらお願い致します。 

 

 

<全委員> 

なし。 

 

 

<吉岡教育長> 

それではお諮りを致します。議案第８６号「京丹後市大宮地域公民館長の公募につい
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て」につきまして、承認にご異議ございませんか。 

 

 

<全委員> 

異議なし。 

 

 

<吉岡教育長> 

異議なしと認め、承認と致します。 

 

 

<吉岡教育長> 

次に、議案第８７号「国際交流＆イングリッシュキャンプの開催に係る後援について」

を議題とします。 

事務局から提案理由の説明をお願いします。 

 

 

<横島教育次長> 

議案第８７号「国際交流＆イングリッシュキャンプの開催に係る後援について」説明

をさせていただきます。 

この事業は震災による影響で被災地から被災地外に避難した避難生活児童を無償招待

し、笑顔や元気を取り戻すきっかけになることや東日本大震災・熊本地震の風化防止に

なるという復興支援の側面と、留学生や海外留学経験者との交流により世界は広いとい

うことや世界にはさまざまな文化・習慣・考え・容姿の違いなどがあること、英語が話

せると世界が広がること・楽しくなるということを体験、また、努力している留学生た

ちを目の当たりにして「努力すれば可能性はいくらでも広がる」という自信を養っても

らうという国際交流・多文化共生・小学校外国語活動の推進という二つの側面を事業目

的として実施される事業です。 

主催している宮城復興支援センターは、日頃より災害救援に携わる国内外ボランティ

ア団体・その他各種団体と協力し、行政機関と綿密な連携を保ちながら速やかな被災者

救援等必要な活動や被災地域の復興活動を側面から支援すること、そして阪神淡路大震

災・中部地震・中越沖地震・東日本大震災を踏まえ、民間の災害対策マニュアルを策定

し、行政の災害対策マニュアル（防災マニュアル）に取り組むことを目的として活動を

している組織です。 

国際交流イングリッシュキャンプの内容は、小学生２０から２５名のグループに留学

生約５名と海外留学経験者１名がつき、１泊２日の共同生活を送り、英語による名刺交

換会、世界おもしろ○×クイズ、英語と体を使った野外アクティビティ、留学生や海外

留学経験者との世界の文化や習慣を知る国際交流ワークショップ、留学生との食事など、

様々な楽しい活動をとおして国際交流及び多文化共生ができるようになっています。 
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開催期間は平成３０年１月１３日（土）から８月１２日、会場は京都市野外活動施設

花背山の家、大阪府立少年自然の家、京都府立るり渓少年自然の家の３会場で、１泊２

日の日程で全７回開催の予定をしています。 

後援について、本市教育委員会のほかにも、文部科学省・外務省・復興庁・京都府教

育委員会・京都市教育委員会、その他の京都府内各市教育委員会に申請されています。 

申請者は宮城復興支援センター センター長 茂木 秀樹 氏となっています。 

以上、ご審議よろしくお願い致します。 

 

 

<吉岡教育長> 

議案第８７号を説明させていただきました。 

ご質問、ご意見等がございましたらお願い致します。 

 

 

<田村委員> 

目的も多岐にわたって大きなプロジェクトだと思うのですが、市内の小学生に対して

の広報はされるのでしょうか。また、どのような形で広報されるのでしょうか。 

 

 

<吉田社会教育課長> 

宮城復興支援センターの方からは、今後各小学校の方にポスターや募集チラシを配布

してほしいということで、依頼は聞いています。 

 

 

<田村委員> 

子どもを通じて各戸に持ち帰らせるのではなくて、学校にポスターとチラシを置いて

おくということですか。父兄の負担もありますし、７回にわたって開催されるので、ど

ういうふうにお知らせするのかなと思って聞かせていただきました。 

 

 

<吉田社会教育課長> 

まだ詳細については聞いていないのですが、ポスターとチラシをということで聞いて

います。 

 

 

<田村委員> 

たぶん参加したいと思われる子どもさんや親御さんも多くいらっしゃると思いますの

で、可能ならば、是非わかりやすい形での広報をしていただきたいと思います。 
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<吉田社会教育課長> 

今申し上げましたように、詳細の方がまだわかりませんので、今のご意見の方を伝え

ていきたいと思います。 

 

 

<久下委員> 

対象は、「被災地から被災地外に避難した避難生活児童様を無償招待」ということのよ

うですが、これに該当していない子どもたちには参加資格がないということですか。 

 

 

<吉田社会教育課長> 

一般の小学生はそれぞれ１００名を募集、となっています。あとは被災された児童が

各１０名、無償招待となっています。 

 

 

<久下委員> 

わかりました。ちなみに京丹後市には被災された児童がいらっしゃいますか。 

 

 

<吉田社会教育課長> 

３名おられまして、間人小学校に２名、与謝の海養護学校に通学している子が１名で

す。 

 

 

<吉岡教育長> 

それではお諮りを致します。議案第８７号「国際交流＆イングリッシュキャンプの開

催に係る後援について」につきまして、承認にご異議ございませんか。 

 

 

<全委員> 

異議なし。 

 

 

<吉岡教育長> 

異議なしと認め、承認と致します。 

 

 

<吉岡教育長> 



7 

次に、議案第８８号「地域公開型子育て講演会の開催に係る後援について」を議題と

します。 

事務局から提案理由の説明をお願いします。 

 

 

<横島教育次長> 

議案第８８号「地域公開型子育て講演会の開催に係る後援について」説明をさせてい

ただきます。 

この事業は、近年、子どもと子育て家庭をめぐる社会環境は大きく変化しており、課

題は複雑化、深刻化しております。虐待を受けた子どもなど、適切な養育を受けられな

い子どもが増加する中で、子どもを大切にする社会の実現が求められています。子育て

家庭を社会全体で支え、子どもを産んで育てることのできる社会にしていくために、地

域のあらゆる関係機関との連携、協働を強化していく必要があり、その取り組みの一つ

として、子育てに関する情報を共有できる機会として開催をされるものです。 

日時は、平成３０年１月１３日（土）午前９時３０分から午後１１時３０分、会場は

アグリセンター大宮 多目的ホール 「子育てハッピーアドバイス」と題して真正会富

山病院 心療内科部長 明橋 大二 氏による講演が行われます。 

主催は社会福祉法人 みねやま福祉会、申請者は社会福祉法人 みねやま福祉会 理

事長 櫛田 匠 氏となっています。 

なお、予算書に収入の部分が抜けていたので、差し替え資料の方をご覧いただきたい

と思います。 

以上、ご審議のほどよろしくお願い致します。 

 

 

<吉岡教育長> 

議案第８８号を説明させていただきました。 

ご質問、ご意見等がございましたらお願い致します。 

 

 

<全委員> 

なし。 

 

 

<吉岡教育長> 

それではお諮りを致します。議案第８８号「地域公開型子育て講演会の開催に係る後

援について」につきまして、承認にご異議ございませんか。 

 

 

<全委員> 
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異議なし。 

 

 

<吉岡教育長> 

異議なしと認め、承認と致します。 

 

 

<吉岡教育長> 

続きまして、追加議案を１件準備しております。 

報告第１３号「京丹後市立学校歯科医の解嘱及び委嘱について」を議題とします。 

事務局から説明をお願いします。 

 

 

<横島教育次長> 

報告第１３号「京丹後市立学校歯科医の解嘱及び委嘱について」説明させていただき

ます。 

網野幼稚園、網野南小学校の学校歯科医としてお世話になっています梅田 浩氏から、

１１月２１日付で、体調不良により１１月３０日を以て職を辞したい旨の辞職願が出さ

れました。やむを得ないと判断し、１１月３０日付で解嘱し、後任について京都府丹後

歯科医師会に推薦を依頼していましたが、網野町網野２７１４番地の３ 井上 尚也 

氏の推薦がありましたので、１２月１日付で委嘱しましたので、報告させていただきま

す。なお、井上氏には、現在、島津小学校の学校歯科医、網野南保育所及び島津保育所

の歯科嘱託医師をお世話になっています。 

任期は、前任者の残任期間である平成３０年３月３１日までとしています。 

人事案件であるため事前に審議いただくべきものですが、年度途中の辞職の申し出に

より、関係機関からの推薦によって残任期間の委嘱を行っていますので、今定例会の報

告とさせていただきました。 

以上、ご審議のほどよろしくお願い致します。 

 

 

<吉岡教育長> 

報告第１３号を説明させていただきました。 

ご質問、ご意見等がございましたらお願い致します。 

 

 

<全委員> 

なし。 
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<吉岡教育長> 

以上で本日の議事はすべて終了致しました。 

続いて、４のその他ということで諸報告、各課報告を順次致します。 

 

 

（１）諸報告 

<横島教育次長> 

① 「共催」・「後援」に係る１１月期承認について 

 

（２）各課報告 

<学校教育課・子ども未来課> 

① １２月学校行事予定について 

② １２月幼稚園保育所行事予定について 

<社会教育課> 

① 第３３回京丹後市はしうど杯卓球選手権大会について 

 

 

<久下委員> 

質問しても良いですか。峰山ゆうかりこども園とか、あみの夢保育園とか、こうりゅ

う虹保育園で、休日保育とあるのですが、希望があれば休日でも保育をされるというこ

とですか。 

 

 

<吉岡子ども未来課長> 

民営の法人化施設は、希望があれば特別保育として今も休日保育をされています。書

いていないのですが、通常の土曜日・日曜日も特に希望がある場合はやっています。 

 

 

<吉岡教育長> 

全体をとおして、何かご質問等がありますか。 

 

 

<久下委員> 

広報京丹後に、この前報告していただいた全国学力・学習状況調査結果が掲載されて

いましたが、教育委員会の方に何か反響はありましたでしょうか。 

 

 

<松本総括指導主事> 

特に聞いていません。フォーラムや授業研究会等のいろいろな所で説明をさせていた
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だいているので、おおよその流れはご理解いただいているのではないかなと思っていま

す。 

 

 

<久下委員> 

この前も少し言いましたが、「活用」の部分が非常に伸びているということで、これは

小学校での実績、それから中学校へつながっていくという小中一貫と同時に、中学校で

の生徒指導であるとか、授業改善が随分進んできている成果がないとここまで伸びてこ

ないだろうなという思いをその後も持っていましたので、そのようなご意見等が届いて

いるかなと思い聞かせていただきました。 

もう１点、峰山学園の小中一貫授業研究会で、私はいさなご小学校の方へ行かせてい

ただきました。授業の研究であるとか、生徒指導の機能を生かした授業の推進であると

か詳しく説明をされまして、具体的な中身が大変よく見えていたなと思います。教育長

さんもおっしゃいましたが、これからも授業研究会をしていきたいということでしたが、

あのような具体的な部分の研究がますます進んでいくと良いなと思います。 

 

 

<松本総括指導主事> 

ありがとうございます。本年度より二本立てで、地域住民・保護者向けフォーラムと、

教職員向けの授業研究会を、学園持ちまわりでフォーラムの順に回していくということ

で始めましたので、今後もフォーラムと授業研究会を進めていきたいと思っています。 

 

 

<安達委員> 

私も先日の授業研究会に行かせていただきました。大変良い授業でわかりやすく、子

どもが生き生きしているのがとても印象的で楽しそうでした。良い授業だなと感心をし

ましたし、先生の我慢強さにも感心しました。じっと子どもを待って子どもの力・思い

を出させる、わからない子に悲しい思いをさせない授業というのをすごく感じて、とて

も良いなと思いましたし、不登校の子がすごく減ったと聞きまして素晴らしいなと思い

ました。このまま続けていってほしいなと思いました。先生も大変でしょうけど、頑張

っておられる姿をすごく感じることができて嬉しかったです。 

 

 

<松本総括指導主事> 

ありがとうございました。一応、そうした小中一貫の授業というだけではなく、今年

度全学校に配置しました６年生の電子黒板を活用したということで、今後そうしたあた

りのご意見をいただいて、よりＩＣＴも活用した主体的な学習を進めていきたいと思っ

ています。良いご感想をいただきましたので、学園の方にも伝えさせていただきます。

ありがとうございました。 
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<吉岡教育長> 

以上で第２０回京丹後市教育委員会定例会を閉会致します。ご苦労様でした。 

 

<閉会 午前１０時４３分> 

 

〔 １月定例会 平成３０年１月４日（木） 午後１時００分から 〕 

 


